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本研究は日本逓信省と朝鮮総督府逓信局を分析の対象として捉え、
逓信労働者の健康状態と疾病管理方式を分析し、戦前労働における
衛生の実態の一面を明らかにするとともに、植民地本国と植民地の
間に見られる労働衛生の共通点と相違点を比較した。それによって
、次のような分析の結果を得た。  
 
Ⅰ．序論：研究課題と問題意識  
Ⅱ．戦前日本逓信業における労働衛生システムの成立と変容  
第１節  日本帝国における逓信事業の展開と雇用の推移  
第２節  逓信労働者の健康と疾病  
第３節  共済組合と逓信病院および診療所  
Ⅲ．植民地朝鮮における労働者の健康と疾病  
第１節   逓信業の展開と労働構成の変容  
第２節  逓信労働者の健康と疾病  
第３節   逓信当局の対策：  共済組合と嘱託医そして体育  
Ⅳ．結論：  日朝比較とその歴史的意義  
 
その結果、日本と朝鮮の逓信当局はスペイン・インフルエンザの

大流行を始め労働者の健康悪化という深刻な状況に直面し、労働衛
生対策を講じて対応し、一定の効果を得たことが明らかになった。
そのなかで、内部医療システムが構築され、共済組合制度も有効に
活用されたのである。というものの、本国の逓信労働衛生政策が充
実化し、より広い範囲で医療サービスを提供していた反面、植民地
でもそれが念願されたにもかかわらず、部分的にしか実現されなか
ったといえよう。そのなかで、植民地朝鮮に総督府逓信局職員とし
て移住して生活していた日本人の健康状態は本国の逓信省職員のそ
れより悪かったが、植民地雇用構造のなかで底辺に置かれ、最も脆
弱であった逓信局朝鮮人の健康状態は比較的良好であった。  
それが勤務と生活の環境から生じた現象であったことから、植民

地的「文明化」の逆説であったといわざるを得ない。  
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